
  １２月号 
 

綺麗な環境と美しい所作で１年をしめくくりましょう 

１２月２日（月）に全校集会がありました。いつもの様にみなさんの素晴らしい歌

声から始まり、校長先生から「大徳中学校は校歌を大きな声で歌える自慢の学校です。

是非自信をもってください。」という言葉がありました。それに続き、12 月は２つのことを大

切にして学校生活を過ごして欲しいとお話がありました。 

１つ目は、１年を締めくくるにあたり、「学校の掃除を一生懸命して欲しい」とい

うことでした。誰かのためになる行いや手伝いをしましょう。次の人のためになる小

さな良いことは、今も学校で見られますが、校訓の「徳」になりますね。 

２つ目は、「校舎に一礼をする」ことをしましょうということでした。校舎の通路

から皆さんが校舎に一礼をする姿は、見ていてとても美しいと感じます。先輩が続け

てきたこと、自分たちがこれまでできていたことをやり続けましょう。 

年の最後に今一度、校訓の「礼・知・徳」を大切にした学校生活を送りたいもので

すね。 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年１２月４日 

金沢市立大徳中学校 

校長 中村 健一 

１・２年保護者懇談・３年三者懇談 

日 時 ： １２月１６日（月）・１７日（火）・ 

１８日（水）  13:30から 

※ 通知表渡し、３年三者懇談を実施します。 

詳細につきましては、各担任からのお知らせ

をご確認ください。 

人権週間 ～ 「誰か」のことじゃない～ 
１９４８年１２月１０日に国連第３回総会で「世界人権宣言」が採択されました。この１２月１０

日を世界人権デー、それまでの１２月４日から１０日の１週間は人権週間と定められています。 

人権とは、一人一人が生まれた時から持っている「自分らしく生きる」権利 

のことです。 お互いがかけがえのない大切な存在であることを改めて理解し、 

自分たちの周りで、一人一人が大切にされているかどうかをもう一度見直し 

てください。一人一人に居場所がある、大切にされる、そんな大徳中にみんな 

の力でしていきましょう。 

 

 

 

 

 

１２月の目標 
 

生活目標： 思いやりの心をもって、平等に接することができる生徒になろう 

        【重点目標】お互いの良いところを認め合おう 
 
     学習目標：積極的に質問し、理解を深めよう  

令和６年度卒業証書授与式 

 日 時 ： 令和７年３月１５日（土） 

 １０：００開式 

会 場 ： 金沢市立大徳中学校体育館 

※ 詳細につきましては、２月にご案内い

たします。 



 

１２月 校長の独り言 part３ 

 

中村 健一 

 

最近、新聞・テレビの報道をみて目についたのは、オーストラリアは 11月 28日、 

16歳未満の子供の SNS利用を禁止する法案が可決されたというニュースです。 

インスタグラムや TikTok、Xなどが対象で、YouTubeは除外。違反企業には最大約 50億

円の罰金が科されるが、子どもや保護者への罰則はないといいいます。 

皆さんは「賛成派？・反対派？」でしょうか？ 

記事では、オーストラリアでは、15歳までが義務教育ということで、この 16歳未満を対象に

したSNS禁止法について、アルバニージー首相は「SNSは社会的害悪をもたらし、子どもた

ちを本当の友達や真実の体験から遠ざける」と主張しています。 

オーストラリアの世論調査では、賛成が 77％、反対が 23％というデータが出ています。実際

に子供たちはどうなのでしょうか？ 

 

「今の子供達は SNS とともに育ってきた」事実があります。 

 

 私はかつて、文科省の「若手海外派遣研修」でオーストラリアで２ヶ月間現地の学校で日

本語のアシスタント的な仕事をホームステイしながら過ごしたことがあります。そこで自分なり

に考えるのが、オーストラリアの国民性です。自然を大切にし、家族を大切にする国民性を感

じました。例えば、夕飯に限っては、家族は必ず揃って食事をし、食べ終わったら皆で食器を

洗い、片付けていました。毎日家族が手をつないで「神に祈りを捧げ」いただきますをしてい

ました。私にはもう２５年以上前ですが、少し恥ずかしいような感じでやっ

ていたように思います。洗剤も植物性なので、スポンジで直接お皿などを

洗い、たらいの水に一回つけて拭き上げるという、なんとも日本の文化の

違いを感じました。すすがない家もあるそうです。※植物性の油なのでそ

のまま飲んでも大丈夫と・・笑 

 

親目線で言うと、やはり SNS や携帯を持ってしまうと、親が見られない世界がそこにあって、

犯罪に巻き込まれてしまうのではないかなと。やはり恐怖があるので、国家レベルで禁止さ

れると、親は正直ちょっと楽っていう気持ちもあるのは理解できますし、７７％の方々が賛成す

るのは、危険だけでなく、今まで家族で色々な話をしながら会話があった食事から、ながらス

マホでの食事が増え、コミュニケーションが減ってきているのが現実ではないかと思います。

今の日本も同様ではないでしょうか？また、オーストラリアでは休日はバーベキューを楽しん

だり、アウトドア的な旅行をしたりする家が多いですが、それも家族の楽しい時間がスマホの

依存により、以前のような新しい発見や喜び、家族の絆みたいなもの

が薄れてきたことによるものではないかと私は思います。 

皆さんのご家庭は「賛成ですか？反対ですか？」是非家族で話し合

ってみてください。私は法律より、家族の約束を一番大切にし、守れ

る子供であってほしいと願っています。 

 

 


